
私

の
細

い
み
ち

西

林

昭

一

私
は
五
歳
か
ら
父
に
書
を
習

っ
た
。

一
五
歳
の
と
き
、
自
分
は
書
家

に
し
か
な
れ
な
い
な
と
思

っ
た
。
書
を
志
望
す
る
な
ら
中
国
を
知
る
べ

き
だ
と
し
て
、
大
学

へ
入
る
こ
と
を
強
く
勧
め
た
の
は
父
で
あ

っ
た
。

上
京
後
、
父
に
は
内
証
で
、
か
ね
て
か
ら
そ
の
作
風
に
惚
れ
込
ん
で
い

た
T

・
K
先
生
に
師
事
す
べ
く
お
宅

へ
伺

っ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
日
は

稽
古
日
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
先
生
の
作
風
か
ら
は
想
像
も
で
き
な
い
古

い
か
た
ち

の
指
導
ぶ
り
だ

っ
た
。

い
っ
ぱ
し
の
書
家
気
取
り
だ

っ
た
当

時
の
私
は
、
師
に
つ
く
こ
と
を
断
念
し
た
。

大
学
で
中
国
の
こ
と
を
学
ぶ
と
い
っ
て
も
、
書
作
の
素
材
に
す
る
漢

詩
や
古
典
文
が
読
め
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
、
ぐ
ら
い
の
つ
も
り
で
い

た
の
だ
が
、
師
を
と
る
こ
と
を
辞
め
た
日
を
き

っ
か
け
に
、
展
覧
会
出

品
も
や
め
て
、
と
り
あ
え
ず
在
学
中
は
、
古
典
の
臨
書
と
中
国
学
に
専

念
し
て
み
よ
う
と
思

っ
た
。

幸
い
に
、
大
学
に
は
敬
愛
で
き
る
老
先
生
が
多
く
お
ら
れ
た
お
陰
で
、

授
業
の
ほ
と
ん
ど
は
真
面
目
に
出
席
し
た
。
加
藤
常
賢
先
生
の
講
義
な

ど
に
は
す

っ
か
り
か
ぶ
れ
、
湯
島
聖
堂
で
研
究
者
相
手
に
な
さ

っ
て
い

た

『漢
学
ノ
起
源
』
の
輪
読
会
に
も
末
席
に
居
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。
在

学
中
は
ま
た
、
剣
道
で
汗
を
流
し
た
1

剣
道
は

一
九
八
〇
年
春
ま
で

続
け
た
i

。

大
学
卒
業
後
は
、
神
田
の
正
則
商
業
高
校
に
二
年
勤
め
た
。
が
、
剣

道
の
師
が
当
時
の
跡
見
学
園
理
事
長
、
飯
野
保
先
生
と
大
学
が
同
期
と

い
う
ご
縁
で
話
が
あ

っ
た
ら
し
く
、
国
語
の
教
員
を
探
し
て
い
る
か
ら

受
け
て
み
う
と
い
う
嫌
も
応
も
な
い
勧
め
で
、
縁
あ

っ
て
跡
見
の
中
高

に
勤
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。

一
九
六
五
年
の
暮
れ
ご
ろ
で
あ

っ
た
か
、
当
時
、
跡
見
短
大
の
学
監

で
あ
ら
れ
た
伊
藤
嘉
夫
先
生
か
ら
、
新
設
す
る
大
学
に
、
高
校
芸
術
科
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書

道

の
資

格

も

取

得

さ

せ

る

こ
と

に

な

る

の
で
、

来

年

度

か

ら
兼

任

し

て

ほ
し

い
、
校

長

に

は
話

を

つ
け

て
あ

る
と

い
う

お
声

が

か
り

が

あ

っ
た
。

大

学

卒

業
後

は
松

井

如

流

に
師

事

し
、

日

展

だ
け

に
焦

点

を

し
ぼ

っ
て

書

作

を

つ
づ

け

て

い
た

の
で
、

伊

藤

先

生

の

お
誘

い

は
、
自

分

が

い
ち

ば

ん
や

り

た

い
こ
と

に

近

い
授

業

で
も

あ

り
、

あ

り

が

た

く

お
受

け

す

る

こ
と

に

し
た

。

後
年

に
知

っ
た

こ
と
だ

が

、

当

時

短
大

に

お
ら

れ

た

藤

田
経

世

先

生

が

、

『
跡

見

学
園

国

語

科

紀

要
』

に
寄

稿

し

て

い

た

私

の
拙

い
論

文

に
目

を
通

さ

れ

て

い
て

、
伊

藤

先

生

に
推
挽

し

て
下

さ

っ

た

そ
う

で
あ

る

。

大

学

で
は

、

飯
島

総

葉

先

生

が

仮
名

を
担

当

し

て
お

ら
れ

た
。

飯

島

先

生

は
、

戦

前

ず

っ
と

某

宮

家

の
御
教

育

係

り
を

さ

れ

て

い
た
そ

う

で
、

上
品

で
古

武

士

の
よ
う

な

お
方

で

あ

っ
た
。

私

は
漢
字

の
実

習

を

担

当

し

た

の
だ

が

、

就
任

二
年

後

だ

っ
た

か

、

伊

藤

嘉

夫

先

生

ご

担

当

の

『
風

姿

花

伝
』

の
講

義

を

肩

代

わ

り

し

ろ

と

い
う

こ
と

で
、

後
年

、

浪

本

澤

一
先

生

に

お
引

継

ぎ

す

る

ま

で
、

に
わ

か
勉

強

を

し

た

こ

と

も

あ

っ
た

。

一
九

七

〇

年

に
は
、

大

学

の
専

任

講

師

に
採

用

さ

れ

た
。

一
般

教

育

に
所

属

し
、

書

道
実

技

と

書

論

を

担

当

し

た
が

、

七

三
年

だ

っ
た
か

に

美

学
美

術

史

学

科

に
配

置

替

え

と

な

っ
た
。

飯

島

総
葉

先

生

が

亡

く

な

ら

れ
、

前

田
舜

次
郎

氏

が

後

任

で

こ

ら
れ

た

一
九

八

二
年

か
ら

私

は

、

書

道

実

技

の
担

当

か

ら

は
ず

れ

、

学
科

で

の
概

説

・
特

講

そ

れ

に
演

習

も
担

当

す

る

こ
と

に

な

り
、

ま

た

に

わ

か
勉

強

が
増

え

た
。

そ

れ

は

ま

さ

し
く

『
書

経
』

に

い
わ

ゆ

る

「教

う

る

は
学

ぶ

の
半

ば

な

り

」

と

い

う
状

態

で
、

学
生

に

は
頼

り

な

い
教

員

だ

っ
た

ろ

う
が

、

自

分

に
と

っ

て

は
、

苦

し

い
な
が

ら

、

中

国

古
代

美

術

全

般

に
目
配

り
す

る

機

会

を

得

て
、

楽

し

く
も

あ

っ
た

。

海

外

研
究

か
ら

帰

国

し

た

こ

ろ

か
ら

、

白

い
紙

に
む

か
う
書

作

の
時

間

は
次
第

に
少

な

く

な

り

、

原
稿

用

紙

に
対
す

る
時

間

が

増

え

て

い

ま

に
至

っ
て

い
る
。

跡

見

生
活

の

三

八
年

間

で
、

も

っ
と

も
充

実

し

て

い
た

の
は
、

海

外

研

究

で
数

々
の
名

品

に
向

き
あ

っ
て

い
た

日

々
で
あ

っ
た

。
苦

し

か

っ

た

の
は

、
教

職

員

組

合

委
員

長

と

し

て

の

一
年

間

で
あ

っ
た
。

こ
れ

ま

で

の
問
、

自

分

で
も

持

て

あ

ま
す

狷

介

な
性

格

の
た

め

、

同
仁

諸

彦

と

は
親

し

く
交

流

を

得

ら

れ
ず

、

ま
た

学

生
諸

君

と

も

ゆ

っ
た

り
と

話

し

あ

う

こ
と

も

で
き

な

か

っ
た
。

つ
ね

つ

ね
何

と

か
融

け

こ

み

た

い
と

思

い
な
が

ら

も

、

自

分

の
殻

に
閉

じ

こ
も

っ
て
き

て
し

ま

っ
た
。

自

分

で

は
気

づ

か
な

い
と

こ

ろ

で
、

い
ろ

ん

な
方

に

不
愉

快

な

思

い
を

お

か

け

し

た

こ
と

で
あ

ろ

う
。

ご
寛

恕

下

さ

い
。
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略

歴

昭
和
七
年

和
歌
山
市
で
出
生

昭
和
二
十
六
、

二
十
七
年

和
歌
山
県
美
術
展

・
書
道
部
門
特
選

昭
和
二
十
七
年

毎
日
書
道
展
入
賞

昭
和
二
十

八
年

和
歌
山
県
展
無
鑑
査

(以
後
、
東
京

へ
出
た
た
め
不

出
品
)

昭
和
二
十

八
年

大
東
文
化
大
学
文
政
学
部
中
国
文
学
科
入
学

(昭
和

三
十

二
年
卒
業
)

昭
和
三
十

四
年
四
月

跡
見
学
園
中
学
高
等
学
校
教
諭

(昭
和
四
十
五

年
に
至
る
)

昭
和
三
十

四
年

日
展
初
入
選

(五
科

・
書
)
、
以
後
六
回
入
選

昭
和
三
十
六
年

大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
学
外
研
究
員

(昭
和
四

十
八
年
に
至
る
)

昭
和
三
十

六
年

日
本
中
国
学
会
会
員

昭
和
四
十

一
年

跡
見
学
園
女
子
大
学
兼
任
講
師

昭
和
四
十

二
年

大
東
文
化
大
学
非
常
勤
講
師

昭
和
四
十

二
年

美
学
会
会
員

昭
和
四
十

八
年

跡
見
学
園
女
子
大
学
美
学
美
術
史
学
科
助
教
授

昭
和
五
十

三
年

同
教
授

昭
和
五
十

五
年

海
外
研
究
-

台
湾

・
国
立
故
宮
博
物
院

・
国
立
中

央
図
書
館
ー

(昭
和
五
十
五
年
八
月
～
五
十
六
年

四
月
)

昭
和
五
十
七
年

大
東
文
化
大
学
評
議
員

(
平
成
三
年
に
至
る
)

昭
和
五
十
九
年

毎
日
書
道
展
審
査
会
員

(平
成
三
年
自
主
退
会
。
書

壇
を
離
れ
る
)

昭
和
六
十
二
年

大
東
文
化
大
学
理
事

(平
成
三
年
に
至
る
)

昭
和
六
十
二
年

文
部
省
教
科
用
図
書
検
定
調
査
審
議
会
-

第
六
部

会

委
員
お
よ
び
委
員
長

(平
成
八
年
に
至
る
)

平
成
二
年

書
学
書
道
史
学
会
理
事
長

(現
在
に
至
る
)

平
成
七
年

平
成
七
年
度

・
毎
日
書
道
顕
章

(学
術
部
門
)
受
賞

業

績

〈゚単
著
〉

月
儀
帖
三
種

(『書
跡
名
品
叢
書
刊
』
本
)
ほ
か
八
種

昭
和
四
十
四

年
～
四
十
九
年

二
玄
社

書
譜

(『中
国
古
典
新
書
』
本
)
昭
和
四
十
七
年

明
徳
出
版
社

中
国
新
出
土
の
書

平
成
元
年

二
玄
社

書
の
文
化
史

(上
)

平
成
三
年

二
玄
社

ヴ
ィ
ジ

ュ
ア
ル
書
芸
術
全
集

・
巻
四

平
成
三
年

雄
山
閣

翁
方
綱
の
書
学

『蘇
斎
筆
記
』
訳
註
-

平
成
八
年

柳
原
書
店

書

の
文
化
史

(中
)

平
成
九
年

二
玄
社
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〈責
任
編
集
〉

ヴ
ィ
ジ

ュ
ア
ル
書
芸
術
全
集

・
一
〇
巻

平
成
三
年
～
五
年

雄
山
閣

〈編
著
〉

中
国
甘
粛
新
出
土
木
簡
選

平
成
六
年

毎
日
新
聞
社

・

(財
)
毎
日

書
道
会

居
延
出
土
書
法
木
簡
選

平
成
八
年

毎
日
新
聞
社

・

(財
)
毎
日
書

道
会〈監
修
〉

書
の
ふ
る
さ
と

昭
和
五
十
九
年

清
雅
堂

書
人
小
伝

(『書
学
大
系
』
研
究
篇
)

昭
和
五
十
九
年

同
朋
舎

中
国
の
書

史
蹟
と
博
物
館
ガ
イ
ド
ー

平
成
元
年

雄
山
閣

ガ
イ
ド
中
国
の
書
ー

石
刻

・
遺
跡

・
博
物
館

平
成
五
年

柳

原
書
店

中
国
歴
史
博
物
館
蔵
法
書
大
観

(全

一
五
巻
)
第

一
期
五
巻

平
成
六

年

柳
原
書
店

書
の
道

(ビ
デ
オ

一
二
巻
)

平
成
七
年

日
本
ビ
ク
タ
ー
社

中
国
歴
史
博
物
館
蔵
法
書
大
観

(全

一
五
巻
)
第
二
期
五
巻

平
成
九

年

柳
原
書
店

書
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

平
成
九
年

柳
原
書
店

〈共
編
〉

歴
代
名
家
臨
書
集
成

昭
和
六
十
三
年

柳
原
書
店

書
道
名
言
辞
典

平
成

二
年

東
京
書
籍

書
道
基
本
用
語
詞
典

平
成
三
年

中
教
出
版
社

〈
共
著
〉

王
羲
之

・
王
献
之

(『書
道
芸
術
』
巻
三
)

ほ
か
八
種

昭
和
四
十
六

年
～
四
十
七
年

中
央
公
論
社

中
国
書
道
史
下
巻

昭
和
四
十
七
年

木
耳
社

中
国
墓
誌
精
華

昭
和
五
十
年

中
央
公
論
社

書
譜

(『中
国
書
論
大
系
』
巻
二
)

昭
和

五
十
二
年

二
玄
社

続
書
譜

(『中
国
書
論
大
系
』
巻
六
)

昭
和

五
十
四
年

二
玄
社

清
の
帖
学
派

・
碑
学
派

(『中
国
の
美
術
』
巻

二
)

昭
和
五
十
七
年

淡
交
社

墨
跡

・
十
七
帖

(『
王
羲
之
書
蹟
大
系
』
解
題
篇
)

昭
和
五
十
七
年

東
京
美
術

顔
真
卿
の
字
と
書
法

(『顔
真
卿
書
蹟
集
成
』
解
題
)

昭
和
六
十
年

東
京
美
術

書
学
捷
要

(『中
国
書
論
大
系
』
巻

一
四
)

昭
和
六
十

一
年

二
玄
社

『中
国
書
道
全
集
』
巻
二
ほ
か
五
種

昭
和
六
十

一
年
～
六
十
二
年

平
凡
社

集
字
聖
教
序

(『中
国
法
書
ガ
イ
ド
』
本
)
ほ
か

一
六
種

昭
和
六
十

二

年
～
平
成

二
年

二
玄
社

ヴ
ィ
ジ

ュ
ア
ル
書
芸
術
全
集

・
文
房
具

巻

一
〇

平
成
五
年

雄
山

閣
〈論
文

(主
な
も
の
)
〉
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争
坐
位
稿

に
関
す
る

一
考
察

(『跡
見
学
園
国
語
科
紀
要
』
⑨
)
ほ
か
七

種

昭
和
三
十
六
年
～
四
十
四
年

包
世
臣

の
書
学
-

気
満
に
つ
い
て
ー

『東
洋
研
究
』
⑧

昭
和

三
十
九
年

大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所

康
有
為

の
書
論

『東
洋
研
究
』
⑲

昭
和
四
十
四
年

大
東
文
化
大

学
東
洋
研
究
所

孫
過
庭

の
思
考
の
か
た
ち

『跡
見
学
園
女
子
大
学
紀
要
』
5

昭
和

四
十
七
年

刻
本
書
譜

と
そ
の
周
辺

『東
洋
研
究
』
32

昭
和
四
十
八
年

大
東

文
化
大
学
東
洋
研
究
所

鍍
金
緑
松
石
象
嵌
獣
形
盒
試
探

『跡
見
学
園
女
子
大
学
美
学
美
術
史

学
科
報
』
6

昭
和
五
十
三
年

刻
符

『
不
非
兆
止
』
①
ほ
か
九
種

昭
和
五
十
三
年
～
五
十
九
年

不
非
兆
止
刊
行
会

許
阿
瞿
画
像
石
と
そ
の
題
記

『中
国
学
論
集
』

昭
和
五
十
九
年

大
東
文
化
学
園

宋
高
宗
書
孝
経
馬
和
之
絵
図
初
探

『中
田
勇
次
郎
先
生
頌
寿
記
念
東
洋

芸
林
論
叢
』

昭
和
六
十
年

平
凡
社

新
出
土
の
書
と
そ
の
周
辺

『大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
』
①

平
成

五
年

大
東
文
化
学
園

肥
致
碑
試
探

『書
学
書
道
史
研
究
』
③

平
成
五
年

書
学
書
道
史

学
会

〈項
目
執
筆
〉

書
道
辞
典

昭
和
五
十
年

東
京
堂

世
界
美
術
辞
典

昭
和
六
十
年

新
潮
社
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